

































































（Horkheimer, Adorno 1988: 177＝2007: 351）と
いう「リベラルなテーゼ」（Horkheimer, Adorno 
1988: 177＝2007: 352）が並べられながら、その
両 者 が 「 と も に 真 実 で あ り 、 誤 り で あ る 」








































































































人 」 を 問 い の 対 象 に す る と 語 ら れ て い る




































































































































































































































































































（Horkheimer, Adorno 1988: 189＝2007: 374）に
過ぎない。身体は恐怖でこわばる。そこではむし
ろ人は周囲の「自然に対して無感覚に」なってい
る（Horkheimer, Adorno 1988: 189＝2007: 374）。
ここで行われているのは単に「頑なになること」
（Horkheimer, Adorno 1988: 190＝2007: 376）で
あり、純化された「擬態」の内では「ミメーシス
の 遺 産 は …… 忘 却 に 委 ね ら れ て い る 」







スは追放される」（Horkheimer, Adorno 1988: 
189＝2007: 374）。すべては資本主義の合理的編
成の論理の内に閉じ込められ、「あらゆる気晴ら
し 、 あ ら ゆ る 耽 溺 は 擬 態 的 傾 向 を 持 つ 」











ら を 「 臆 病 な ミ メ ー シ ス の 偽 り の 模 造 品 」
（Horkheimer, Adorno 1988: 192＝2007: 379）、も
しくは「魔術的行いの組織的模倣」や「ミメーシ












































遺産」（Horkheimer, Adorno 1988: 196-197＝
2007: 387）でもあるような当たり前のこととし
てある。「知覚像は実際に概念と判断とを含んで












てある」（Horkheimer, Adorno 1988: 199＝2007: 
391）。そして反省なきまま、「主体」は「良心の
声の代わりに幻聴を耳にし」、「肥大すると同時に









































ヤ 主 義 者 な ど は も は や 存 在 し な い 」




目 」 の 内 の 単 な る 一 つ に な っ て し ま っ た
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